
潜函内の雰囲気成分について

雄本武坂金

玲、事回内

昭和37年4月18日 千代田区仰悶胡町高速道路4号

組工事現場の潜函内で窒息に起因すると思われる人身

事放が尭生した

これに煩似した事依は以前にも世件あり，いずれも

メタソもしくは決酷ガスによる中畿では〈よいかと考え

られてきた しかしこの事故の量生桂.稽囲内田ガ

ス成卦を醐定した結果 酷型軽分が著し<.不足してい

るニとが切らかになったので鰻告する

潜函円ガス成分の測定

測定年月 日

昭和37.11'-4月四日.24目白
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3 測定方法

潜函内シャフト上部よりゴムハイプを揺質点まて垂

下 L.1/20W耳空ポンプて唱亜引しこれをコム製犀克

捷に入れ.北川女ガス倹知内r(CO.. COJ.理研ガス

捌定器 (CH，J.アトム簡易敵軍濃度計.オルザツトガ

ス骨折器 (01)を佐用して毘取ガλの分析を行った

なお，潜函内雰囲気については静止時.lOI-Pコユノプ

レッ+ーにより質問室に送気した場合fJ.どについて醐
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事彼自書函付近の状配第 I図

測定点は車 2国に示すX印の箇所
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定を行。た

4 測定詰果

漕画内11';ぇ澗定詰撞iま，"1奈のとおり である これ

らの開定値より。次のことがらが知られた

草3図潜函内における酷車種Eと〆タ y揖症の関匝
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第4図摺函内における酷繁程度と民酪ガス
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(1) ノタ ゾ.民酸ガスが噌量すれば大部分はある割合

で酸素量が滅勺て〈る しかし。この喝古殴棄の世

度の減少の方が.';'!J Y 民陪ガスの増加よりも大

きい

121 一般に酸素の櫨置は軍用室作業室と下にい〈に

したがって少くなっており。メタ γ，炭酷ガスは直

対に高〈なる

(31 措函円の活気量が少 〈なれば比倒的に般車置が減

少L また長い間，活気を停止すれば著し〈陸軍欠

乏を示す これは。いまだにガ3えあるいは酷矢空覧

が量生している二 とを示す ものである

(.) メタンガス 炭酪ガJえはいずれも危険限界以下で

一極化炭素は世出されなか。た

5 考寮

(1) 陸軍濃度の畦いときにメタン，民骸ガスの濃度は

高〈なるが，メタン1 即位ガス町謹度増加が段棄の

濃度減少に>>"1ないことは メタン脱酸ガスの治

加によ うて酸繁が減少したのではな<.酸素を唖阻

する土質中の庇分により空気中の酷3震が'1A収された

と思勺てよいと考えられる

この土質は棋銀色の国詰砂て宮元世鉄(水陸化第

1鉄。硫敵第 1銑など)を含み，砂11<'あたり 的

O. 7且の酷緊盟着能がある

(2) 殴驚減少に際 Lてメタ ン埠置の増加をともなうニ

とは潜菌作幾重において‘土砂に盤触した空毘中の

酸棄が盟収されること以上に守あらかじめ一定の

地層で殴繁を吸収されてきた空克が揖出してきたD

ではなし、かと考えられる

2 結び

全国産弁土質台帳によると待問近辺の土質は躍さ20

m-30mにおいて脊色ないし。緑色の粉土居または.

砂れきJii，砂眉があり，二の地居には還元性量分が含

まれているので空軍中の陸軍と結合して草2訣塩を作

り晶〈 その際，かなりの敵襲の消費が行われる可能

性が強い過去の事飲も大体。この揮さの地居で尭生

している

( 16 ) 




